
■快適で持続可能な都市形成【№11：住み続けられるまちづくりを】

中心市街地の形成と景観に配慮した持続可能なまちづくりと真庭ならではの住まいづくりを進めます。

都市機能が集約した中心市街地と多様性のある地域拠点の形成により、持続可能なまちづくりを進めます。

誰もが住みたい、住み続けたいと思う真庭ならではの住まいづくりを進めます。

■国土調査事業の実施【№11：住み続けられるまちづくりを】

社会資本整備の基盤である国土調査の真庭市全域の早期完了を目指します。

■安全・安心なインフラの維持管理【№11：住み続けられるまちづくりを】

安全・安心なまちづくりを推進します。

橋梁・トンネル等道路重要構造物の長寿命化を図り、安全・安心な道路づくりを進めます。

舗装長寿命化修繕計画を基本に、安全で円滑な交通の確保と効率的な維持修繕を進めます。

■安全・安心で持続可能な上下水道事業の運営【№６：安全な水とトイレを世界中に】　【№14：海の豊かさを守

ろう】

安全安心な水の安定供給を図り、財政健全化に向けた事業を進めます。

中長期的な視点に立った収支計画に基づく、下水道の整備及び加入推進を進めます。

●真庭市にふさわしい都市計画の策定

　まちづくりの総合的な指針である真庭市総合計画を基本とし、その他関連する各種計画

との整合を図りつつ、将来の都市像を見据えた持続可能な都市基盤・都市環境に関する

まちづくりの方針を定めるため、真庭市都市計画マスタープランを改定します。

●市営住宅の適正管理

　地域の特性と課題に対応した住宅施策を推進するため、市営住宅を効率的かつ円滑に

更新し、将来的な需要に応えていくために必要な調査分析を行うとともに、今後の整備方

針を定める真庭市営住宅整備計画(長寿命化計画)の見直しを行います。

指標変更

（令和元年度実績値：素

案作成）

指標:真庭市営住宅整備計

画の改定

目標値:年度内

指標変更

（令和元年度実績値－）

（２）事業成果目標 指標名及び目標値

指標:真庭市都市計画マス

タープラン（案）の策定

目標値:年度内
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●国土調査事業の計画的推進

　国土調査中の５地区の早期完了を目指し、補助金を最大限活用して、目標面積

3.00k㎡を完全実施することにより進捗率の向上を図ります。

　また、今後実施する勝山・落合地区の市街地区域の調査に向け、相続人追跡等の事

前準備を行い、次年度以降に備えます。

(全体計画面積756.34㎢に対して令和２年度末、完了予定面積726.21㎢)

●市道等の適正管理

　平成30年度作成の舗装長寿命化修繕計画により、３指標測定路線数・137路線、

内1級市道　98路線　、2級一部その他路線　39路線において、3指標測定路線内、ひ

び割れ率40％以上の区間を含む58路線で、令和元年度～令和3年度において舗装修

繕を重点的に行います。

対象路線　58路線　L=36.3km

　Ｒ1　20路線　実績　L=7.2km

　Ｒ2　21路線　予定　L=12.2km

　Ｒ3　17路線　予定　L=16.9km

●橋梁の適正管理

　市道における橋梁の長寿命化のため、橋梁点検を計画的に実施します。また、過年の

点検に基づき緊急性の高い橋梁から順に修繕を行っていきます。

（また、鋼橋については、環境省及び経済産業省通達により、橋梁塗装内に含まれる

PCB及び鉛等の含有調査を行うもの。）

点検対象　1053橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗膜調査対象　54橋

　R1　206橋（211橋）実績　　　　　　　　　　　　H30以前　2橋　実績

　R2　210橋　予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　R1　23橋　実績

　R3　208橋　予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　R2　29橋　予定

　R4　217橋　予定

　R5　212橋　予定

修繕対象　76橋

　R1　工事　3橋、設計　3橋

　R2　工事　7橋、設計　8橋

（令和元年度実績値：点

検211橋・修繕3橋・調査

設計23橋）

目標値:21路線

（令和元年度実績値：20

路線）

指標:橋梁点検・修繕・調査

目標値:点検210・修繕7

橋・設計8橋・PCB調査29

橋

指標:現地調査面積

目標値:3.00k㎡（全体進

捗率96.02％）

（令和元年度実績値：

1.99k㎡、全体進捗率

95.62％）

指標:舗装長寿命化修繕



●岡山道全線4車線化の推進

　岡山道全線4車線化の推進のため、各振興局と連携しイベント等で市民に向けてPR活

動を展開します。

●市道維持管理

　市道の維持管理業務を整理・分析し、長期にわたり効果的・効率的に道路施設を維持

できる新しい管理手法・体制の検討や、管理マニュアル・維持管理計画書（案）を作成

してまいります。(新規)

　・Ｒ2.５～６月　…　委託発注、受託業者確定、業務計画作成

　・Ｒ2. 7～ 8月　…　現地調査等

　・Ｒ2. 9～10月 …　調査結果とりまとめ、維持管理計画（素案）作成

●水道施設の適正管理

　老朽管の改良事業を行い、断水などの水道事故を低減します。

　老朽管更新工事を経済的に安価で耐震性のあるポリエチレン管又は鋳鉄管で実施しま

す。

　・勝山簡水月田地区

　　口径φ50～150　延長Ｌ＝2,290ｍ

目標値:延長=2,290m

（令和元年度実績値：推

進延長L=51m）

指標:維持管理計画・管理

マニュアル作成

目標値:令和2年10月

新規

指標:老朽管改良

指標:PR活動

目標値:　5回

（令和元年度実績値：海

の市・山の市、津山工業高

校現場見学会、高梁ＳＡ、

有漢トンネル工事見学会、

北房ぶり市のイベント時にお

いて、岡山道利用促進のた

めのPR活動を行い、全線４

車線化に向けて市民の機運

を高めた。　）



●水道施設の適正管理

　久世配水池の早期供用開始を目指します。

　・久世黒尾配水池の更新工事を実施

　　配水池＝1棟　　（ステンレスパネル式配水池　V=1,000㎥）

　　送・配水管　ф250mm～ф75mm　　L=1,500m

　・施工にあっては、複数年となるため債務負担による工事を行い、早期供用開始を

　　目指します。

●下水道事業の健全な運営

　経営の効率化を進めるため、公共下水道への接続戸数の増加を目指します。

　令和元年度　新規工事（公共マス）　０戸（本管工事のみ）

●下水道事業の健全な運営

　市設置型浄化槽から個人への譲渡契約を進めます。

　譲渡契約対象戸数：令和2年度末　１５戸

　　　　　 　　　　　　　　　令和3年度末　３４戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　  計　　　 　４９戸

　市町村設置浄化槽　　　　　　　　　　　８９３基

　令和元年度末譲渡基数　　　　　　　　６６２基

　残基数（令和６年度譲渡完了）　　２３１基（うち契約済基数１００基）

指標:譲渡契約戸数

（令和元年度実績値：管

敷設延長L=1,666m）

目標値:40戸

（令和元年度実績値：82

戸　）

指標:新規接続戸数

目標値:100戸

（令和元年度実績値：

146戸　）

指標:新配水池及び、送・配

水管施工

目標値:R3年度供用開始


